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山地の尾根筋の岩場に生える草丈30～40cmの多年草。ふちが波打つ葉は広卵

形，長さ８cm，幅が４cmほどで，主脈の左右に３本の平行脈がある。葉柄には

紫褐色の線状の斑点が目立つ。花期は７月，紫褐色の斑点がある細い花茎の先

に紫色の花を数個つける。祖母山の特産種で，基準標本産地は「祖母山」。個体

数はごく少なく，生育地は人の踏みつけや採取などで，絶滅の危険性が高い。

（写真：荒金正憲　文：阿孫久見）

ウバタケギボウシ
Hosta pulchella

ユリ科

カテゴリー

大分県　IB
環境庁　IB

県内分布 祖母・傾山地
分 布 域 九州（大分・宮崎）
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